
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 C2101 

令和５年度 情報科 
 

科目 社会と情報 単位数 ２ 必要Ｓ出席数 ４ 

使用教科書 新編 社会と情報 （東京書籍） 

副教材等 なし 

 年間 １範囲 ２範囲 ３範囲 

レポート ６枚 ２ ２ ２ 

スクーリング ９回 ４ ２ ３ 

テスト ２回 〇 〇 × 

課題・実習等 ２回 × × 〇 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

･ 情報及び情報技術を活用するための知識・技能の習得に加えて、情報を科学的な視点でとらえ理解し

ていきます。また、情報社会に参画する態度を養い、積極的に情報機器を活用する態度を育みます。 

･ 講義や実習形式のスクーリングにできるだけ出席しましょう。レポート課題について学ぶことがあり

ます。 

 

２ 学習の到達目標 

･ 情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響について理解できる。 

･ 情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処理，表現するとともに効果的

にコミュニケーションを行う能力が育まれている。 

･ 情報社会に積極的に参画する態度が育まれている。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報の特徴と情報化が

社会に果たす役割や及

ぼす影響に関心をも

ち、身のまわりの問題

を解決するために、情

報機器や情報通信ネッ

トワークを活用し、情

報社会に積極的に参画

しようとする。 

 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問

題を解決するため

に、情報の特徴と情

報化が社会に果たす

役割と及ぼす影響に

ついて、思考を深め、

適切に判断し表現し

ている。 

情報機器や情報通信

ネットワークを活用

して情報を収集、処

理、表現するための

技能を身に付け、効

果的にコミュニケー

ションを行ってい

る。 

情報機器や情報通信

ネットワークなどを

適切に活用して情報

を収集、処理、表現す

るための知識を身に

付け、情報の特徴と

情報化が社会に果た

す役割と及ぼす影響

を理解している。 

評
価
方
法 

・記述の確認 

（レポート） 

・観察 

（スクーリング） 

 

 

 

 

 

・記述の確認 

（レポート） 

・観察 

（スクーリング） 

・定期考査 

・記述の確認 

（レポート） 

・観察 

（スクーリング） 

・記述の確認 

（レポート） 

・観察 

（スクーリング） 

・定期考査 

 学習指導要領(第１章第７款の４)に則り、ラジオ・テレビ放送その他の多様なメディアを利用して行う学習によ

る面接指導時間数の免除(面接指導の時間数のうち 10 分の６以内の時間数を免除)の制度を活用する。 
 学年末に５段階で評価する。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

範
囲 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

範 

囲 

① 

 

 

 

 

② 

 

 

 

③ 

 

 

④ 

講義 

情報の特徴・ 

インターネットの利用・ 

アナログとディジタル 

 

講義 

ディジタルの特徴・ 

データの表現 

 

講義 

インターネットの仕組み 

 

講義 

インターネットの利点と 

問題点 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a. 情報の特徴と情報化が社会に果

たす役割や及ぼす影響に関心を

もち、情報社会に積極的に参画し

ようとする。 

b. 情報や情報社会における身のま

わりの問題を解決するため、情報

の特徴について理解する。 

 

d. 情報機器や情報通信ネットワー

クなどを適切に活用できると同

時に、情報の特徴と情報化が社会

に果たす役割と及ぼす影響を理

解している。 

・レポート 

 

・スクーリング 

 

・定期考査 

２ 

範 

囲 

① 

 

 

 

② 

講義 

インターネットと 

セキュリティ 

 

講義 

知的財産権・ 

情報システム 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a. 身のまわりの問題を解決するた

めに、情報社会に積極的に参画し

ようとする。 

 

b. 情報社会における問題を解決す

るため、情報の特徴と情報に関す

る法規について理解する。 

 

c. 情報機器を活用して情報を処理

するための技術を身に付ける。 

 

d. 情報の特徴と情報化が社会に果

たす役割と及ぼす影響を理解し

ている。 

・レポート 

 

・スクーリング 

 

・定期考査 

３ 

範 

囲 
① 

 

 

② 

 

 

③ 

講義 

情報社会の発展と課題 

 

演習 

ワープロソフトの基本 

 

演習 

表計算ソフトの基本 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a. 身のまわりの問題を解決するた

めに、情報社会に積極的に参画し

ようとする。 

 

b. 問題解決に向けて、具体的かつ実

践的な方法で行動ができる。 

 

c. 情報機器を活用して情報を収集・

処理・発信するための技能を身に

付ける。 

 

d. 情報の特徴と情報化が社会に果

たす役割と及ぼす影響を理解し

ている。 

・レポート 

 

・スクーリング 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 

c:技能   d:知識・理解 

 


